
10.三沢東方海域漁場生物環境調査

A 底 質

1 .調査目的

三沢市に住友化学工業怖が進出することにより，操業時の排水が付近漁場へ与える影響を考慮し，

底質の現状を把握する。

n .調査内容
1.調査海域および調査点 第 1図によった。

2.調査時期 昭和 50年6月 16-1 7日

3担当者 淡水養殖部長 長峰良典

技 師山口伸治

4.採 泥 船上よりエックマンパージ採泥器を垂下し，海底において潜水夫が操作して採泥した。

これは海底が砂または細砂で堅く締まっているため，通常の操作では採泥が不可能な

ためこの方法をとった。

5調査項目

(1)粒度組成:分析箭を用い湿式法によった。

(2)C 0 D:アルカリ酸化法によった。

(3)強熱減量 7000C2時間加熱によった。

(4)全硫化物:検知管法によった。

(5)金属類:全水銀，銅，マンガン，カドミウム，鉛，亜鉛，全クロムの 7種類を測定した。試料

を全水銀試料分解装置にとり湿式分解し，原子吸光法によって各金属を測定した。

J.調査結果

1海底地形

調査海域の水深は 8m以浅で，等深線は第 2図に示したように，単調な汀線lこ比べ. 4，5，6 m線は

や h複雑な状況で調査水域の中央部沖合には海底の盛り上りが見られた。

2.粒度組成

第 1-2表に示したように，汀線付近は中粒砂，海底は細粒砂によって占められ，泥の成分は O.1 

-8.7%と少い。この水域では波浪，潮流によって泥の沈積は起きないものと考えられる。

3.全硫化物その他

底質は砂が主成分となっているため全硫化物は 0.000-O. 001 mg / g乾泥. CODは0.31-

1. 32 mg . O2/ g乾泥，強熱減量 0.85- 2. 81 %と何れも極めて低い値であった。(第3表参照)

4金属類

第4表i乙分析値を示したが，何れの金属も低い存在量であった。第 1表は八戸近海，陸奥湾の底質

を比較したもので各地区との聞に大きな相違は認められなかった。
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第 1表 金属類含有量の比較
単位 ppm

-------水 銀 鏑 マンガン 鉛 亜 鉛 カドミウム

水深 O. 02 3.49 95 3. 12 20. 14 O. 3 
三沢
o - 8 m -0.08 -7.63 -163 -7.69 - 58. 25 -0.4 j 

水深 ND 1. 09 O. 79 O. 2 
八戸
20-80m -0.01 -1. 92 - 4. 20 -0.3 

0.01 O. 2 
陸 奥 湾 4-9 5 -16 

-0.04 

N.調査の成果および今後の課題
1三沢東方海域における底質の現状について把握することができた。

2. C 0 D，全硫化物，強熱減量，金属類の存在量は伺れも少なく目下全く汚染の状態は見受けられな

し、。
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第2表 底質粒度組成測定結果(汀線)

採泥:50年6月16日-17日

中 礁 細穣 極粗粒砂 粗粒砂、
調査地点

> 4聞 (夕日 4-2H (<働 2-1棚(掛 1-0.5"('掛 0.5-0.25棚(働

A 2.43 53.95 19.78 12.58 

B 0.63 3. 91 30.71 37.25 

C O. 15 5.02 30. 10 39.36 

D 0.47 23.37 58. 58 

E 0.25 1. 61 16.71 51. 02 

F 0.92 2.37 8. 98 50. 25 

G 0.02 15.26 71. 31 

H 17.26 65.05 

I 1. 04 12. 73 55. 34 

J o 03 2.02 30. 18 43. 75 

K 0.34 5. 74 34. 29 43.29 
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細 粒 砂、
微 粒 5(鋤棚砂

泥 中央粒径値 備 考

0.25-0.125棚(鈎 0.125-0.062 0.0625蜘<0掛 (棚)

9. 73 O. 36 1. 17 1. 08 

24.84 1. 72 O. 94 O. 38 

22.99 0.80 1. 58 0.38 

16.55 O. 36 O. 67 O. 38 

28.70 1. 29 0.42 0.20 

35.23 1. 91 O. 34 O. 30 

12.26 O. 39 O. 76 0.38 

16.30 O. 28 1.11 O. 35 

29.57 1. 04 O. 28 O. 33 

22.93 O. 66 0.43 O. 38 

15. 34 O. 50 O. 50 0.44 
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第五表 底質粒度組成測定結果(海底)

採泥:50年6月16日-17日

中 襟 細 礁 極組粒砂 組 粒 砂 中 粒 砂、
調査地点

) 4鵬(ゆ 4-2棚(ゆ 0.5-0.25聞(ゆ2-1脚(働 1-0.5開(骨

A - 1 0.77 O. 62 1. 46 4.02 

A - 2 0.11 O. 48 1. 97 3. 74 

A - 4 4.91 16. 57 29. 72 12.13 5. 30 

B - 1 O. 07 O. 12 O. 26 1. 33 

B - 2 。目 05 O. 02 0.17 2.07 17.84 

B - 4 0.37 0.39 O. 53 8.44 

D - 1 O. 18 O. 75 3. 33 

D - 2 O. 26 4.48 15.34 

D ← 3 O. 12 1. 18 20. 03 

D - 4 10. 53 27.91 33.28 15.95 4.90 

F - 1 0.30 0.44 1. 92 

F - 2 O. 54 11.02 30. 33 

F ← 3 3.45 16.98 65. 72 9. 15 1. 46 

F - 4 O. 09 O. 47 1. 42 8.71 

H-l  0.07 。目 35 0.57 1. 45 3.57 

H - 2 0.06 O. 56 3. 39 9. 58 

日一 3 0.11 1. 23 10. 74 

H - 4 2.97 21. 60 22.06 23.24 4.38 

J - 1 0.09 0.43 1. 07 3.11 

J ← 2 0.43 1. 17 O. 10 7.31 

J - 4 0.32 0.60 1. 92 9.49 

K - 1 O. 10 O. 10 O. 20 2. 16 

K - 2 0.04 0.06 O. 10 1. 29 

K - 4 0.11 0.34 1. 30 22.44 
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細 粒 砂 微 粒 (砂姉 泥 中央粒径値 備 考

0.25-0.125棚(掛 0.125-0.0625棚 0.0625_ < (，姉 (棚)

88.65 4.08 0.40 O. 181 

80.21 5.95 7. 54 O. 194 

21. 17 1. 96 8.24 1. 050 

84.27 13.22 O. 73 O. 167 

74. 72 5.03 O. 10 O. 194 

79.26 5. 71 5. 30 O. 181 

85. 87 9.17 O. 70 O. 181 

70. 14 5.46 4.32 O. 190 

68. 70 3. 63 6. 34 O. 193 

2.99 O. 18 4.26 1. 663 

86.42 7.89 3.03 O. 169 

52.46 0.69 4.96 O. 225 

1. 32 O. 13 1. 79 1. 350 

80. 32 5. 18 3.81 0.179 

85.44 6.37 2. 18 O. 181 

81. 71 1. 65 3.05 0.200 

79.52 3.64 4. 76 O. 190 

19.67 1. 66 4.42 0.975 

92.40 2.40 O. 50 O. 181 

82.64 3.01 5.34 0.178 

81. 27 6.20 O. 20 0.200 

83.64 5.03 8. 77 0.113 

93. 72 0.30 4.49 0.178 

70. 59 2.00 3.22 0.200 
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第4表 底質分析結果

採泥:50年6月16日-17日

観測地点 観測 日 時 水 深 (m) 外 観 色 水分含量(%)

A - 1 7 5. 6. 1 6 8.0 砂、 28. 28 

A - 2 7 5. 6. 1 6 5. 3 砂 25. 23 

A - 4 7 5 6. 1 6 5. 6 砂利 13.30 

B - 1 7 5. 6. 1 6 6. 9 色i、 24.38 

B - 2 7 5. 6. 1 6 4.0 砂 2l. 52 

B - 4 7 5. 6. 1 6 4.0 砂、 23.40 

D - 1 7 5. 6. 1 6 6. 5 砂 22.08 

D - 2 7 5 6. 1 6 4. 5 砂 2l. 07 

D - 3 7 5 6. 1 6 4. 7 砂 23.00 

D - 4 7 5 6. 1 6 5. 3 砂利 16. 77 

F - 1 7 5 6. 1 6 6.0 砂、 22.71 

F - 2 7 5 6. 1 6 3. 5 砂 23.30 

F - 3 7 5 6. 1 6 5.0 砂利 19.60 

F - 4 7 5. 6. 1 6 4.3 砂 22.52 

H - 1 7 5 6. 1 7 6. 5 砂、 2l. 29 

H - 2 7 5 6. 1 7 5. 0 砂 23. 30 

H - 3 7 5 6. 1 7 5. 8 砂、 21. 85 

H - 4 7 5. 6. 1 7 4.4 砂利 16.36 

J - 1 7 5 6. 1 7 6. 9 砂 24.24 

J - 2 7 5 6. 1 7 5. 5 砂 24.56 

J - 4 7 5 6. 1 7 6. 1 砂 20. 10 

K - 1 7 5. 6. 1 7 8.3 23.42 

K - 2 7 5. 6. 1 7 6. 3 21. 53 

K - 4 7 5 6. 1 7 5. 4 24.59 
L-ーーー圃
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全硫化物{Jng/g乾泥〉 COD(mgO'/g乾泥〉 強熱減量(%) 備 考

0.001 O. 89 2.81 

0.000 0.67 1. 48 

O. 000 O. 68 1. 37 

0.000 。目 64 1. 04 

0.000 O. 51 1. 24 

0.001 O. 64 1. 17 

O. 000 0.74 1. 43 

0.001 0.66 0.85 

0.000 O. 68 1. 15 

0.000 O. 37 1. 16 

0.000 0.73 1. 49 

0.000 0.37 1. 47 

0.000 O. 31 2. 75 

0.001 0.37 1. 26 

0.001 0.67 1. 21 

0.000 O. 56 1. 33 

0.001 O. 56 1. 26 

0.000 1. 32 2.06 

0.002 0.44 1. 36 

O. 001 O. 33 1. 80 

。‘000 0.81 1. 10 

O. 000 0.82 1. 64 

0.000 0.73 1. 69 

0.000 0.84 1. 53 
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第5表 底質分析結果

採泥:50年 6月16日-17日

調査地点 Hg ppm Cu ppm Mn ppm Cd ppm 

A-1  0.04 5.06 108 

A ← 2 O. 03 4.07 107 全， 
A ← 4 0.02 4. 73 130 

A - 6 O. 03 4.94 147 地

B - 1 。目 04 3. 88 128 

B - 2 0.04 3.49 1 1 7 占

B - 4 0.03 5.30 109 

B - 6 0.05 4.84 128 で

C - 6 0.05 4. 36 130 

D - 1 0.04 3.80 148 0.3 -O. 4 

D - 2 0.04 4.98 110 

D - 3 0.03 3. 26 102 

D - 4 0.04 4. 22 1 30 

D - 6 0.02 3. 65 104 

E - 6 0.02 3. 70 116 

F - 1 0.04 7. 63 101 

F ← 2 0.04 4. 53 107 

F - 3 0.03 4. 55 126 

F ← 4 0.03 4. 14 1 1 7 

F - 6 0.02 5.46 163 

G - 6 0.04 4. 13 1 10 

H - 1 0.04 3. 78 125 

H ← 2 0.03 4.42 1 16 

H - 3 0.05 4. 13 115 

H - 4 0.06 4.43 1 12 

H - 6 0.07 4.98 124 

1 - 6 0.02 5. 15 1 12 

J - 1 0.02 4.22 1 17 

J - 2 0.02 4. 40 1 12 

K ← 1 0.04 4.04 102 

K - 2 0.08 4.58 95 

K - 4 0.04 4.07 104 

K - 6 0.03 5. 74 144 
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Pb ppm Zn ppm Cr ppm 備 考

5. 36 27. 85 5. 76 

6.05 26. 27 5. 57 

3 51 27.81 2. 51 

3.40 25. 01 1. 57 

5. 78 30. 26 6. 99 

4.91 28. 26 5.87 

4.92 28. 60 5. 69 

3.61 25. 13 2. 56 

3.45 24.33 2.51 

6.48 33. 52 8. 19 

5. 25 36. 13 5. 10 

4. 59 24. 62 3. 70 

3.17 28.03 1. 80 

2.89 20. 64 2. 16 

3.49 22. 53 3.17 

5. 50 28. 68 5. 67 

4.71 25. 10 4. 24 

3. 23 25. 62 1. 51 

5. 19 29.86 6.00 

6. 76 38.25 8. 60 

3. 12 20.01 2.04 

5.05 29.01 7.06 

5. 90 28.89 6.04 

5. 31 28. 13 7.25 

3.74 26. 94 2.49 

3.43 23.07 2.11 

4.36 23.30 2.32 

5. 94 29. 70 4. 79 

5. 46 28. 10 5.87 

4.58 25. 61 5. 53 

2. 75 20.17 3.06 

7.69 26. 19 4.95 

3.82 26.28 2.36 
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B i旬、 岸 流

I.調査目的

住友化学工場設置が予定されている三沢沿岸海域における流況(海流，潮流等〉変化の実体を把握し，

工場排水拡散による生物への影響防止対策の基礎資料蓄積を目的としている。

n .調査内容
1調査期間 第 1田昭和 50年6月16臼-17日

第2回昭和 50年9月29日-10月1日

2.調査海域

3調査担当

青森県太平洋三沢沖沿岸(第 I図参照)

4.調査船(傭船〕

5.調査協力者

6.調査項目

A.流況調査

技 師 高梨勝美

主任研究員 赤羽光秋

按 師 田村真通

技 師 鈴木史紀

長運丸 4. 73トン 船主長根

三沢市役所 平井 博

同 上 小比類巻薫

a 2 5時間流向流速連続定点観測

b 浮標追跡調査

B.海況調査

a 海象←水温，塩分，透明度，水色

博

b 気象一天候，風向，風力(風速)，波浪，うねり，気温

7.調査方法

(1) 流況調査(第2図参照)

A.小野式自記流向流速計を使用し， F線上の水深7m， 5 mを目安として，流速計を設置した。

また設置水深が浅いため，測定層は7.K深の約半分の位置になるように設計した。

B.測流板を使用し，細いヒモ(5 0 m又は 100m)に取りつけ 3時間毎に上層(1 m)と下層

(海底上約 2m)の測定を行なった。

(2) 海洋観測

A.一般海洋観測

試験船，瑞鴎丸，幸洋丸により，三沢沖 (40045I N線， 1420 Eまで)に 4定点を設定し，

6， 7， 8， 10， 12月の 5由実施した。

B.定点、連続観測

流速計設置点、での 3時間毎の観測を行なった。水温，塩分量の測定には， Salinity-

Temprature Bridge (MODAL 602)を使用し，1m毎の各層観測を実施した。
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風速は船上lこて， ピラム嵐速計を用いて測定した。

c.その他
試験船が毎月実施している海洋観測資料も使用した。

(3) 風向風速

八戸測候所の資料による。

J.調査結果

1海況について

(1) 青森県太平洋沿岸海域(1420 E以西)

水温，塩分の水平分布図(0， 5 0 m層〉によると，表層水温i16月には約 13 - 1 5 

.C， 8月 21-23.C， 10月 20 - 2 1~ ， 1 2月には 12-14.Cの水におおわれて

いる。 50 m層では 6月には約 7- 1 20C， 8月 12 - 1 60C， 1 0月20 - 2 lOC， 1 2月は

13-140Cとなっている。

水温の最高は表層では 8月に表われているが， 5 0 m層では 10月に出現している。

一方塩分量については，表層では 8月に八戸沿岸域lこ32%以下の低かん水が出現したが，他

の海域及び月では 33%。以上となっていた。

(2) 垂直分布(40 0 45 I N線， 1420 E以西〉

次に工場設置が予定されている細谷沖における7};ii日及び塩分量についての垂直分布留による

と，水温については， 6月では気温の上昇及び津軽暖流水の流入により，すでに弱い躍層が形成さ

れているが， 8月ではとの躍層がより顕著に形成されている。 10月lこ入るとすでに沿岸域では

表面から 50市層，沖合域では 100m層までほぼ均一な水温におおわれており，鉛垂混合が始ま

っており， 1 2月では表面から海底まで鉛直混合が進展している。

塩分量については，水温と同様に 6月と 8月では表面から 100昨層付近まで変化が大きし 10

月， ] 2月では表面から下層まで 33.8 %。位とほとんど均一な塩分となっている。

(3) 極沿岸域における垂直分布 (F線上)

当海域における海底地形の勾配は約 100分の 1 (約2，000m沖出して水深が 20視)と比較的

ゆるやかな海域にあたる。 6月における沖合2，000mまでの水温及び塩分量は，水温について

は，表面から 7m層付近に躍層が形成されており，それ以深では水温の変化は余りみられなし、。

一方塩分量については，沖合 1，500m付近まで 31.5 %以下の低かん水が表層をおおっており，

水深 5m層付近までに顕著な躍層が形成されていた。この低かん水は河川水等(高瀬川等〉の影

響によるものと思われる。

(4) 短期間(1日間)の海況変動

流速計設置点における 3時間毎の水温及び塩分量の時間的推移を第 3図に示した。

6月のF5(500 m沖合)海域での水温は表面では 13.3-14. 7 oCと140Cの変化があった。ま

た水深2-5m層の中層では 12-130Cの等温線深度が時間の推移につれて変化している。そ
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の下層の 6m以深の水温は余り変化せずほぽ一定している。

一方塩分量については， 6月 16日15時までは，表層の極分値は 33.0%。以上となっており，

やや高かんな水におおわれていたが， 1 8時以降表層から中層にかけて低かん水の流入が起って

おり，表面境分 30.5%。と非常に低い値を示していた。 また，この時期の 5m以i深には 34.0%。

以上の津軽暖流水(外洋水〕が存在している。

9月の時間的推移における水温変化は表層で約 20C，下層では 1oc位となっており，この間に
みられる降温はやや激しいように思える。また塩分は 6月に比べると余り変化しないが，表層か

ら底層まで低かんな沿岸水で占められている点，夏の成層期と違った分布構造を示している。

2.流れについて

小野式流速計は 20分に 1回の間隔で自動的に器械が作動し，流向と流速が測定される。今報告で

は流向は磁針方位(度)，流速は毎秒cmで示してある。

(1) 流れの概要

流向及び流速の頻度分布図を第 4図に示してあるが，この図によると第 1回目調査 (6月 16 

-1  7臼，沖合 300m)での流向は南流(1650 - 1940の流向が 42 %)が卓越していた。また

流速の最大は 26.4cm/秒であり，頻度は 15 - 2 0 cm/秒の流れが 58%と最も高く， 1 5-

25cm/秒の流速がほとんどであった。

第2回目調査(9月29 -1 0月1日)での沖合 450m海域では，お干し向は 6月同様南流が卓越

していたが，流速については 6月よりも早く，最大流速値は 40.1cm/秒であり，かつ流速変化

の巾が大きかった。

またこれよりも 250m沖に設置した沖合 700m海域での流れは，前記の沿岸寄のものと全く逆

向きの北流が卓越していた。

最大流速値は 26.6cm/秒と沿岸寄り海域より小さかった。

(2) 流れの時間的推移

第 5図lこは縦軸l乙流速，横軸に時刻をとった，南北成分及び東西成分についての時間的流れの

推移を示してある。

6月の F3(300 m沖〕海域では， 1 6日15時を墳として南北成分は南(-)となり比較的安

定して推移した。一方東西成分は終始変動が大きかった。流れと海況との関係を時間的にみてみ

ると，南北成分が南に安定した時刻から約3時間後に低かん水の流入が生じている。

9月の F4.5海域では，東西成分は 6月と同様変動が大きいが，南北成分は 29日16時ごろを

境として北から南に変化した。

F7海域では，南北成分は F4.5海域とほぼ同時刻に転流したが，その方向は南から北と F4.5海域

と逆方向であった。

また同図に涜れと潮汐との関係をみるために，干潮時， i満潮時を示したが，直接的関係は認め

られなかった。

このようなことから，潮流の調和分解結果を第 1表に記したが，参考程度にとどめたい。

(3) 測流板による測定結果

上層(1間層〉と下層(底より約 2m上方)との流れの違いをみるために実施したものである
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が，この結果を第2表に示した。

6月では， 1 6日12時を除き流向はほぼ南となっており， i流速計による測定と一致するが，

流速については小さめに現われている。上下層での対比では流向はあまり変らないが，流速につ

いては上層の方が下層より大きい傾向がみられる。しかしながら流速が比較的遅くなった 15時

の状態を見ると下層の方が大きくなっており，かつ流速計による流向は南に安定し始めている。

9月でも流速が遅い時に下層の方が早く，また最も流れの遅い時に上下層で流れの方向が全く

逆向きの時があり，これらは流れの転流時刻付近にあたる。

以上のことから，流向が安定している時には流速は上層の方が速しまた流向が転流する変わ

り白で流速が遅い時などは，下層で早かったり，上，下層で流向が異なることがおこる。

3.その他

(1) 風速と風向(第 6 図)

八戸における風に関する資料によるため当調査海域とは気象条件が異なるので，調査期間前後

の気象背景という意味あいから述べてみたい。

6月では風速については， 1日周期で変動があるように思われ，夜中 (0時〕に最も遅く，昼

間 (12時〉で最も早くなる傾向がある。また調査臼における風速の最大は 2-3m/秒程度と

風の弱い臼にあたる。風向については，当時期は特に持続した風は吹かず，安定していない。

9月では，風速の日周性は 6月よりはうすい。調査日は6月よりも風が強く最高 5m程度の風

があった。風向は，全体的には南寄りの風が多いが，調査日には:Jt寄りの風も吹いた。

N.考察

以上今回の調査結果の記述のみにとどめたが，昭和48， 4 9年度に当場が行なった，太平洋沿岸流

調査結果※も参考にして，調査海域(泊~三沢沖)における海況と流れについての考えを述べてみたい。

太平洋沿岸海域は周年津軽媛流水の影響下にあるが，岸から 1浬以内程度の極沿岸域では局所的に河

川水注入による国有の沿岸水の分布がみとめられ，その特性は塩分によって現われている。

この固有沿岸水の分布の特徴は夏季を中心とする成層期では表層付近に薄く張出し，水平的に範囲を

広げながら外洋水と混合しつつその特性が失われてゆき，冬季を中心とする対流期においては，水平的

な広がりはやや狭いが反面，深度を拡大し下層の外洋水との混合の過程でその特性を失なってゆくと言

う，夫々の季節による変化のパターンが考えられる。

また夏期における海況及び気象条件は冬期に比べ，固有沿岸水が混合されにくい条件下にあると考え

られ，固有沿岸水は上層をおおう形で独立水系をなし，水平流に作用され移動しているように恩われる。

このことは先に短期間の海況変動でふれた，塩分の急激に変動した時刻と，流れが:Jt流から南流iこ転流

した時刻とほぼ一致している点にその一端をのぞかせている。

流れの特徴としては，流向は海岸と平行した南流文は北流と地こう流の性格が強いが，流向が南北両

流閣の転流がみられる傾向があり，このことは潮汐の影響が大きく働らいていると思われる。しかしな

がら沿岸域の流れは 9月の調査時にみられるように，僅か250間離れた海域間で流向が全く逆向となっ

ており，このことは流れの複雑性を暗示しているように思われ，今回の短期間の調査では現象の記述に

とどまざるを得ない感がする。

※ 太平洋沿岸の海洋特性と流況に関する調査報告書

昭和 50年3月 青森県水産試験場
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第 1:表 調和分解結果
〈単位 .c時/sec)

1) 6月16日12時-6月17日12時50分 (F3) 

U=4.40+4.104 cos (150t-330) +2.254 cos (300t← 700) ・・..E-W方向

V二一 15.88十1.586 cos (15 Ot - 3090) 十 2.303cos (300t-310) ・・..N-S方向

2) 9月29日12時-9月30日12時 50分 (F4.5) 

Uニ 2.71 + 2. 82 cos (15 Ot← 2390) + 2.05 cos (30 Ot - 1200) 

V=-13. 60 + 11. 20 cos (15 Ot -1350) + 10.58 cos (30 Ot -520) 

3) 9月30日0時-10月1日0時50分 (F4.5) 

u=  4.15 + O. 79 cos (15 Ot← 950) 十 2.15cos (300t-1240) 

V二一 23.10十 5.83cos (150t -260) + 3. 54 cos (300t -3280) 

4) 9月29日12時-9月30日12時50分 (F7) 

u=  1. 19 + 1. 82 cos (15 Ot - 1870) 十1.39 cos (30 Ot← 200) 

V二 15.46十 12.53cos (15 Ot -2240) + 7.20 cos (30 Otー 2330)

5) 9月30日0時-10月1B 0時 50分 (F7) 

u=  0.10十 2.17cos (150t-1470) +0.43 cos (300t-1420) 

V=20.98+4.02 cos (150t-1140) +2.85 cos (300t-1030) 

備考 位相は潮汐表による修正は行なっておらず，起点(太陽時

1 2時文は 0時)からのずれとして表わしてある。
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第2表 測流板による測定結果

測定地点 測定月日 測定層 投入時刻 経過時間 流れた距離 流 向 流 速

F5 6月16日 1 m 12時00分 35分 50 m 3050 2. 38 ~ec 

11 11 1 15 30 23 110 180 7.97 

11 11 5 15. 35 15 105 175 11. 67 

11 11 1 18 07 10. 110 177 18.33 

11 11 5 18. 05 11 105 185 15. 91 

11 6月17日 1 6 08 12. 110 195 15.28 

11 11 5 6. 09 29 105 175 6.03 

1/ 1/ 1 65 780 173 20.00 

11 11 5 88 600 l78 11. 36 

F3 6月17日 1 10. 35 55. 520 187 15. 76 

11 11 2.5 11 25. 180 205 12.00 

F4.5 9月29日 1 12. 25 21. 5秒 100 352 7.91 

11 11 4 1/ 17. 30 100 354 9. 78 

1/ 11 1 15. 12 60 00 73 180 2.02 

11 11 4 15. 16 60. 。。 43 5 1. 19 

1/ 11 1 18. 35. 10秒 6. 20 100 181 26.32 

1/ 11 4 18. 18 9. 17 50 171 8.98 

11 11 1 21 49 8 10 100 175 20. 41 

11 11 4 11 8 35 100 180 19.42 

1/ 9月30日 1 o. 20. 30秒 5 35 50 168 14.93 

1/ 1/ 4 11 11 36 100 169 14.37 
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C 漁 業 実 態

1 .調査目的

三沢市に進出を予定されている住友化学工業株式会社の進出に先立ち三沢地先における漁業の実態を

把握する。

n .調査内容
1.調査期間

2.調査地域

3.調査員

4.調査項目

5.調査方法

(1) 聞きとり調査

昭和 51年2月24 日 ~2 月 2 7日

三沢市，八戸市，八戸市白銀，八戸市鮫浦漁業協同組合

主任研究員 沢田兼造

技 師十三邦昭

漁場思IJ，時期別，魚穆別，漁獲量および漁場利用状況

漁場別，時期別，魚種別，漁場利用状況については各単協ごとに漁業者の出席を求め調査した。

また，漁獲量調査については三沢地区では三沢市役所資料により，平均単価については三沢市漁

業協同組合から，他の漁協(八戸市，八戸市白銀，八戸市鮫浦〉については漁業者からの聞きと

りによって調査した。

J.調査結果

1住友化学三沢工場排水拡散予定海域

第 1図に示すとおりである。

2.三沢漁場月別配分状況

4漁業協同組合により三沢沿岸および沖合にかけて月別に操業されている漁業は(ホッキ員桁網漁

業外10漁業種)第2区|のとおりであるが，漁期としてはカレイ・カニ刺網漁業が周年行なわれ，つ

いで小型定置網漁業，タコ箱漁業の11貝となっている。

3.漁業別，時期別，魚種別漁獲高

排水拡散予定海域を最も多く利用している単協の漁業の実態はつぎのとおりであるO

(1) 三沢市漁業協同組合(第 1表)

この海区で行なわれている漁業は地びき外4漁業種(ホッキ員桁びき網・刺縞，カレイ刺網・

船びき網漁業)で，この 5漁業種による総漁獲量は 3.577トン，総水援金額は 300.048千円であ

り，漁獲魚種はレラワォ，カタクチイワレ，マイワν，マサノミ，ボラ，カレイ類，ヒラメ，ホッ

キ貝，その他となっているが，地びき網による漁獲が最も多く総漁獲高の 75.6払 総水場金額

においても 56.2%を占めているが，各漁業種別にみるとつぎのとおりである。

A.地ぴき網漁業

総漁獲量は 2.704トン(1隻当り 15トン〕であるが，漁獲魚種はレラクオ，カタクチイワ
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レ，マイワν，マサパが主体である。この内カタクチイワ乙/(1，830トン〉の漁獲が最も多く

( 1隻当り 41トン〕総漁獲量の 67.7 %を占め，ついでマサパ(818トシ 1隻当り1.5トン〕

マイワレ，Vラクオの!固となっている。また水揚金額をみるとカタクチイワν(91， 500千円〕

マサパ (63，804千円 1隻当り 1，418千円〉 νラワオ (5，406千円 1隻当り 120千円)の順と

なっており総漁獲量，水揚金額においても，この漁業種が首位を占めている。

B. ホッキ貝桁網漁業

総漁獲量は 98トン(1隻当り1.5トシ〉で，この水揚金額は 48，167千円 ( 1隻当り 753

千円〕であった。

c.刺網漁業
総漁獲量は 494トン(1隻当り 2トン〉であるが，漁獲魚種はレラウオ，ボラ，カタクチイ

ワレ，マイワν，カニが主体である。この内カタクチイワレ(428トン)の漁獲が多く(1隻

当り 4.3トン〉総漁獲量の 866%を占め，ついでカニ (35トン I隻当り1.3トン〉マイワ

ν，νラクオの!煩となっている。

D. カレイ事IJ網漁業

総漁獲量は 25トン(1隻当り 2トン)であるが，漁獲魚種はマコガレイ，ヒラメが主体で

ある。この内ヒラメの漁獲が 13トンで(1隻当り 2.1トン〉総漁獲量の 52%，マコガレイ

(1 2トン 1隻当り2 トン) 48%となっている。

E.船びき網漁業

総漁獲量は 256トン(1隻当り 5トシ〉であるが，漁獲魚種はνラウオ，イサザ，その他の

魚種である。この内イサザ(150トン〉の漁獲が多く(1隻当り 9トン〕総漁獲量の 58.6%

を占め，ついでレラウオ (16トン 1隻当り 1トン)その他の魚種となっている。

(2) 八戸市漁業協同組合(第1-2表〉

当組合は三沢市漁業協同総合の共同漁業権漁場の入漁権をもっているため，ホッキ貝桁びき網

外4漁業種(乙/ラクオ船びき網 .i/ラウオ刺網漁業，カレイ・カニ刺網漁業，コクナゴ敷網漁業

でこの 5漁業種による総漁獲量は 871トン，総水揚金額は 523，000千円であり，漁獲魚権はホッ

キ貝， νラウオ，カレイ類，カニ，コウナゴとなっているが，カレイ・カニ刺網漁業による漁獲

が最も多く，総漁獲高の 56係，総水揚金額においても 30%を占め，レラウオ刺網・船ぴき漁

業とならんで首位を占めているが，各漁業種別にみるとつぎのとおりである。

A.ホァキ員桁びき網漁業

総漁獲量は 32トン(1隻当り 1トシ〉で，この水揚金額は 117，000千円(1隻当り 1，500

千円〕であった。

B. Vラウオ船ぴき網漁業， νラウオ刺網漁業総漁獲量は 105トン(1隻当り1.3トン)で，こ

の水場金額は 210，000千円(1隻当り 2，692千円〉であった。

c.カレイ・カニ刺網漁業
総漁獲量は 488トシ(1隻当り 4.1トシ〉で，との水揚金額は 156，000千円(1隻当り 2，000

千円)であった。

D. コワナゴ敷網漁業

総漁獲量は 100トシ(1隻当り1.3トン〕で，この水傷金額は 40，000千円 ( 1隻当り 513
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千円〉であった。

(3) 八戸市白銀漁業協同組合(第1-3表〉

当組合も三沢市漁業協同組合の入漁権をもっているため，ホッキ貝桁ぴき網外4漁業種 (νラ

ウオ船ぴき網・乙/ラワオ刺網漁業，カレイ・カニ刺網漁業，コウナゴ敷網漁業)で，との漁業種

による総漁獲量は 344トン，総水錫金額は208，000千円であり，漁獲魚種はホッキ貝，レラクオ，

カレイ類，カニ，コクナゴとなっているが，カレイ・カニ刺網漁業による漁獲が最も多く総漁獲

高の 58.1%，総水揚金額においても 31 %で首位を占め，ついでコクナゴ敷網の)1頂となっている

が，各漁業種別にみるとつぎのとおりである。

A.ホッキ貝桁びき網漁業

総漁獲量は 32トン(1隻当り 1トン〉で，この水楊金額は 48，000千円 ( 1隻当り 1，500

千円)であった。

B. i/ラクオ船びき網漁業，乙ノラクオ刺網漁業

総漁獲量は 32トン(1隻当り 1トン〉で，この水揚金額は 64，000千円 ( 1隻当り 2，000

千円)であった。

c.カレイ・カニ刺網漁業
総漁獲量は200トン(1隻当り 6.2トン)で，この水揚金額は 64，000千円(1隻当り 2，000

千円)であった。

D. コクナゴ敷網漁業

総漁獲量は 80トン(1隻当り 2.5トン)で，この水揚金額は32，000千円(1隻当り 1，000

千円〕であった。

(4) 八戸市鮫浦漁業協同組合(第1-4表)

この組合は三沢市漁業協同組合の共同漁業権漁場の入漁権をもってないため，水深20m以深

の漁場を多く利用している。

漁業別に見ると，ヒラメひき釣，カレイ・カニ刺網，ホタテ桁びき，タコ箱等で比較的浅いと

ころで操業するのはヒラメひき釣で，この漁獲高をみるとつぎのとおりである。

A. ヒラメひき釣漁業

総漁獲量は20トン(1隻当り 0.4トシ)で，水揚金額は 20，000千円(1隻当り 400千円〉

であった。

以上は住友化学工業株式会社三沢工場排水拡散予定海域及び付近海域において操業されてい

る漁業である。
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第 1表 住友化学工業株式会社三沢工場排水域拡散予定

1-1. 三沢市漁業協同組合

漁 業 月IJ 操 業 期 間 操業隻数 魚 種 漁獲数量

隻 K9 
地びき網漁業 1月-3 月 4 5 ν フ ウ オ 10，200 

11 7，8，9，10，11，12月 4 5 カタクチイワレ 1，830，000 

11 8，9， 10， 11月 4 5 マ イ ワ 己/ 45，800 

11 7，8，9，10， 11月 4 5 マ サ ノ、. 818，000 

ホッキ桁ぴき網漁業 1，2，3，4，12月 6 4 ホ ツ キ 員外 98，300 

刺 網 漁 業 4月-5月 1 4 乙ノ フ ウ オ 11， 050 

11 5 月 2 ボ ブ 70 

11 7，8，9，10，11，12月 9 9 カタクチイワレ 428，200 

11 9，10，11月 9 9 マ イ ワ 乙/ 19，400 

11 1月-12月 2 7 カ 一 35， 100 

カレイ刺網漁業 1月-10月 6 カレイ類(マコ主) 12，160 

11 11 6 ヒ ラ メ 12，600 

船びき網漁業 1，2，3，12月 1 7 乙/ ラ ウ オ 15，680 

11 6 月 1 7 イ サ ザ 150，000 

11 7 月 1 7 そ の 他 90，000 

1-2. 八戸市漁業協同組合

漁 業 男IJ 操 業 期 間 操業隻数 魚 種 漁獲数量

隻 K9 
ホッキ貝桁ぴき網 12月-3月 7 8 ホァキ員(主) 78，000 

乙ノラウオ船びき網 乙/ ラ ウ オ 105，000 

i/ラウオ刺網漁業 2月-5月 7 8 ν ラ ウ オ

カレイ・カニ刺網漁業 1月-12月 7 8 カレイ カニ 487， 500 

コウナゴ敷網漁業 5 月 7 8 コ ウ ナ ゴ 100，000 
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海域及び付近における漁業別，時期別，魚種別，漁獲高

1 隻 当 u 漁獲高
平均単価 金 額 備 考

数 量 金 額

円 千円 Kfl 千円 水深530 5，406 226. 7 120 淋代地区操業船 (0~13m)6隻

50 91，500 40，666.7 2，033 11 11 ) 6隻

170 7，786 1，017.8 173 11 11 ) 6隻

78 63，804 18，177.8 1，418 11 fI ) 6隻

490 48. 167 1，535.9 753 11 (水深4-40m) 7隻

748 8，265 789. 3 590 11 (水深2-20m) 0 

400 28 35. 0 14 11 11 ) 0 

50 21，410 4，325.3 216 11 ( fI )11隻

170 3，298 195.9 33 11 11 )11隻

393 13，794 1，300.0 511 11 11 ) 3隻

244 2，967 2，026.7 495 11 (水深5-30m) 0 

754 9，500 2，100.0 1， 583 11 11 ) 0 

710 11，133 922.4 655 11 (水深2-20m) 1隻

62 9， 300 8，823.5 547 11 11 ) 1隻

41 3，690 5，294.1 217 11 11 ) 1隻

1 隻 当 り 漁獲高
平均単価 金 額 備 考

数 量 金 額

円 千円 K9 千円
1，500 117，000 1， 000 1， 500 水深3m-20m

2，000 210，000 1， 346 2，692 水深2m-20m

11 

320 156，000 4， 103 2，000 
4月-5月 水深30m付近
6月-12月 11 5-6m 

400 40，000 1，282 513 水深7m-8m
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1-3. 八戸市白銀漁業協同組合

漁 業 日リ 操 業 期 間 操業隻数 魚 種 漁獲数量

ホッキ貝桁びき網
隻 正F

12月-3月 3 2 ホ ツ キ 員 32，000 

レラクオ船ぴき網 12月-3月 3 2 乙/ フ ウ オ 32，000 

乙/ラウオ刺網漁業 12月-5月 乙/ プ ウ オ

カレイ・カニ束IJ網漁業 1月-12月 3 2 カレイ カニ 200，000 

コウナゴ敷網漁業 5 月 3 2 コ ウ ナ コ 80，000 .____ 

1-4. 八戸市鮫浦漁業協同組合

漁 業 別|操業期間 魚 種|漁獲数量

ヒラメひき釣 I9月-11月 ヒ フ メ
K9 

20，000 
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平均単価

円
1，500 

2，000 

320 

400 

金 額

千円
48，000 

64，000 

64，000 

32，000 
』幽

金 額

千円
20，000 

1 隻 当 り 漁獲高
備 考

数 量 金 額

Kg 千円
1，000 1，500 水深3m-20m

1，000 2，000 水深2m-20m

11 

6，250 2，000 
4月-5月 水深30m付近
6月-12月 11 5-6m 

2，500 1，000 水深7m-8m

1 隻当り漁獲高

数量|金額
備 考

| 千円
400-1 400"-1水深4m-25m
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(5) 住友化学工業株式会社三沢工場排水域拡散予定海域及び付近における漁業別操業海域は第3図

~第 9図のとおりである。

A.コウナゴ敷網漁場(第3図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場は水深によって利用範囲が限定されている。着業船は八戸市漁

協，八戸市白銀漁協の 2漁協所属である。(水深 7-8 m) 

B.地ぴき網漁場〔第4図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協所属だけで

ある。(水深0-13m)

C.ホッキ艮桁びき網漁場(第 5図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場内外を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協並びに八

戸市白銀漁協の 3漁協の所属船である。(水深0-40m)

D.乙/ラワオ刺網漁場(第6図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協並ひ、に八戸市

漁協，八戸市白銀漁協所属船である。(水深2-20m)

E.イワレ刺網漁場(第7図〕

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協所属船だけ

である。対象魚種はカタクチイワ乙/，マイワレの 2種であるが，その内カタクチイワνが 70 

%を占めていた。(水深2-20m)

F.カレイ・カニ刺網漁場(第8図)

三沢市漁協の共同漁業権漁場内外を全域l乙亘って利用している。着業船は三沢市漁協，八戸

市漁協，八戸市鮫浦漁協の 4漁協所属船であるが，鮫浦漁協は共同漁業権外漁場に限定される。

(水深 30m)

G.船びき網漁場(第9図〕

三沢市漁協の共同漁業権漁場を全域に亘って利用している。着業船は三沢市漁協並びに八戸漁

協，八戸市白銀協の 3漁協所属である。(水深2-20m) 
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N.考察
三沢沖排水拡散海域の漁業別，時期別，魚種別漁獲高の実態を調査したが，大部分はききとりによっ

て求めたが，これら対象魚の実態を明らかにするには現地において，時期別，漁業別に漁獲試験(底び

き，刺網，地びき網)を実施する必要がある。
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